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アクロスデータ解析セミナー

2007/12/19 羽佐田葉子

3.8 伝達関数の取得
誤差つき周波数領域データ
m (地動変位)






(10) *正転・逆転の合成






(11) *送信信号での除算

送信信号データ






(12) テンソル座標変換

送受信点座標

テンソル伝達関数データ
m/N

(10) *正転・逆転の合成

(11) *送信信号での除算

回転型弾性波アクロス送信装置で観測を行う場合、時計回りの回転と反時計回りの回転の両方についてデータを取得すると、任意の方向の単振動に対する伝達関数を得ることができる。


正回転


逆回転

    単振動に対する応答



正回転と逆回転を以下のように定義する（回転軸が鉛直方向の送信機・通称縦置きの場合）。

正回転 ： 上から見て時計回り（北から東への回転）

逆回転 ： 上から見て反時計回り（北から西への回転）

弾性波アクロス送信の基本プロトコル

· 基準時刻は正時（毎時0分0秒）

· 基準時刻のオモリの位置は回転軸からみて真北

ここ数年の土岐の送信では

· 1時間ごと反転

· 毎時0分から3400秒間の送信

· 3400～3600秒の200秒間はプレリュード（準備期間）でこの間のデータはスタックしてはいけない

森町では反転間隔が2時間。それぞれの送信所でどんな運転をしているか要注意。

FM送信の場合の発生力スペクトルは式(3.3.11)で与えられる。式(3.3.11)は正回転の場合で、正回転を記号＋、逆回転を記号−で表すとそれぞれの場合の発生力は
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(3.8.1)

ここでベクトルの第1要素は基準時刻にオモリ

がある方向（通常は北）、第2要素はそれに直

交する方向（通常は東）、第3要素は鉛直下向

きを表す。

正回転、逆回転で得られる受信スペクトルをそれぞれ U+ ( f ) , U– ( f ) とすると、伝達関数を用いて
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(3.8.2)

受信データは前節までで得られた地動変位または地動速度の周波数領域データである。受信データの座標系(x, y, z)はこの時点で震源の座標系 (X, Y, Z)に一致している必要はない。

正回転と逆回転で得られるデータを足し引きすると、X方向とY方向の力に対する応答に分解できる。
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(3.8.3)


[image: image4.wmf]ú

ú

ú

û

ù

ê

ê

ê

ë

é

=

ú

ú

ú

û

ù

ê

ê

ê

ë

é

ú

ú

ú

û

ù

ê

ê

ê

ë

é

=

ú

ú

ú

û

ù

ê

ê

ê

ë

é

-

-

-

ú

ú

ú

û

ù

ê

ê

ê

ë

é

=

-

-

+

-

+

-

+

-

+

)

(

)

(

)

(

)

(

)

2

(

2

0

)

(

)

2

(

2

0

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

)

(

2

2

f

H

f

H

f

H

f

S

f

MR

f

S

f

MR

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

F

f

F

f

F

f

F

f

F

f

F

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

H

f

f

zY

yY

xY

zZ

zY

zX

yZ

yY

yX

xZ

xY

xX

Z

Z

Y

Y

X

X

zZ

zY

zX

yZ

yY

yX

xZ

xY

xX

p

p

U

U



(3.8.4)

したがって、足し引きしたデータを送信スペクトルで割ることで、6成分の伝達関数を計算できる。
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( f ) を省略
(3.8.5)

送信スペクトルとして、
[image: image6.wmf])
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 が与えられている場合、
[image: image7.wmf])
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の近似が成り立つ場合において以下のように簡略化できる。この場合、足し引きの前に Fc ( f ) での割り算を行ってもよい。
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(3.8.6)

《伝達関数の誤差》
周波数領域データ U ( f ) の誤差を  ( f ) とする。送信スペクトルに誤差がないと仮定すると、式(3.8.5)および(3.8.6)によって得られる伝達関数 H ( f ) の誤差 E ( f ) はそれぞれ
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(3.8.7)
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(3.8.8)
















Z 下








(10)と(11)の順序を変えた





正回転


























X 北


（基準時刻のオモリの向き）
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